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「貴志川線のさらなる活性化を目指す ２０２０年新春交歓会」 ２０２０年２月２日（日）開催 

意見交換会のご報告 

 

ＪＲ和歌山支社様による事例発表の後、参加者の皆様に、関心のあるテーマごとにグループ分け

し、自由に意見交換を行いました。 

いただいた主なご意見をご紹介します。 

 

【住民との関わりについて】 

●現在の課題 

○そもそも貴志川線の経営状態すら知らない住人が多い 

○貴志川線の積極利用を住民に呼びかけているが、なかなか住民に貴志川線の存続についての危機感

が浸透していない 

○自治会の会合で「つくる会」のメンバーから貴志川線の現況報告があっても、多くの住民には危機

感が伝わっておらず、利用促進がすすまない 

○住民団体として貴志川線のための諸活動に参加することはあっても、個々人の自由意思で参加する

人は少ない 

○一時は駅にプランターを置いたり花壇を整備したりしたが、水やりの世話ができなくなった 

高校生が駅の清掃をしてくれたこともあったが、指導する先生がいなくなったのだろうか、休止し

てしまった 

○自動運転の時代になると非常な脅威になる 

 

●対策・提案・他地域での事例など 

○新年会や忘年会に自家用車で出かけ代行タクシーで帰る習慣を止め、貴志川線の利用を呼びかけて

いる 

○つくる会が各自治会へ積極的に説明に出向き、危機感を浸透させ利用促進をはかりたい 

○吉礼西自治会等、新しい住宅のあるところなら、利用者の掘り起こしが可能では、と思う 

○線路沿いに、例えばアジサイなどを植栽したり、借景として田んぼをレンゲ畑にしたり、そうした

魅力づくりは、自治会でも十分に協力できるはず 

○今の状況は危機的状況。存続活動の時のような地道な取り組み、沿線・地元にしっかりと情報提供

を今こそ改めてすべき 

○後方、地道、ローラー作戦、一大キャンペーン、地元向けの広報をしっかり 

○やはり口コミは効果的 

○SNSなりでシルバー人材の組織化を考えるのが今日的方策ではないか 

○過去の大雨で貴志川線が不通になり、大渋滞で通勤に時間がかかり困った経験がある。時々電車を

止めて、市民に貴志川線のありがたみ、必要性を認識してもらうことも必要ではないか 

 

 

 



2 
 

【沿線学校・学生との関わりについて】 

現在の課題 

○世代（特に若い）や住んでいる場所が和歌山であっても、少し離れると（和大にしても）活動や取

り組みをほとんど知らない。たま駅長や存続の経緯も、知らない、なんとなく聞いたことはあって

も良く知らない 

○例えば貴志川線祭りのフェイスペインティングでも、信愛、東高校、貴志川高校の学生同士に壁が

ある 

○関わってくれた学生が卒業した後、いかに継続できるかが課題 

○関わりたいと思った時に、関わり方、関わるための方法がわからない 

 

対策・提案・他地域での事例など 

○大学・高校の地域再生の授業に取り入れてもらう（学生のボランティアが１つの単位）。ボランテ

ィア希望者と受入側とのマッチングサロン等の方法もある 

○貴志川線を通じた学校・学生同士の交流、連携のために、短大生、高校生、中学生が一緒にイベン

ト等を考える機会を作っては。各学校・学生も多忙なスケジュールを抱えているので、年間スケジ

ュールで動けたら 

○学生たちが地域おこしを学ぶ。アイディアを出す 例）夏休みに子どもたちの勉強会 

○参加してくれた学生を表彰（感謝状）するなど 

○学生の履歴書への記載等で、就職進学等有利にならないか。就活の時にガールスカウト、ボランテ

ィア、活動は履歴書に書ける 

○貴志川線は車両それ自体がメイン、高校生が電車をデザインしても？ 

○校外学習での貴志川線利用（初めての利用につながる） 

○職場体験は、親子で体験できるので Good！ 

 

 

【その他利用状況や観光について】 

現在の課題 

○都会から移住してきたが、とにかく和歌山は電車に乗る方が少ない、という印象 

 当然、和歌山では本数が少なく、クルマが手っ取り早いのだが、乗っている間、居眠りしたり、本を

読めたりというメリットは実感する。車内がガラガラなのは寂しい 

○貴志川線でいろいろな取り組みをされているのは良く分かる。が、観光だけでなく、日々の利用者

をいかに増やすか、というのが大事だと思うが、難しい問題だ。楽しい電車が走っているが、それを

撮影する人たちもほとんどがクルマで移動している 

○鉄道を潰すのは簡単、作るのは大変 

 バイパス道路ができても、貴志方面から伊太祈曽付近まで激しい渋滞で、朝は貴志から南 IC付近ま

で 20分かかる 

○貴志駅にて、インバウンド客から「「ニタマ駅長」はペットショップに行くのと同じだ、触れな

い」という声を聞く 
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○単発イベントでは限界がある 

 

対策・提案・他地域での事例など 

○現在の世界の環境問題の大前提は、地球温暖化防止。その方策の一つとして、沿線企業に環境問題

への対応として電車で通勤させること、また１００人の人が車から電車に切り替わると、●●％の

CO２の削減になる、のような訴えかけを行ってはどうか。この数値について「見える化」が必要 

例えば貴志駅から和歌山駅まで通勤するとどうなるか、他人事ではなく、自らの身に置き換えて示

すことが重要だ 

○特に県や市の職員、そして大企業の通勤においては、電車を使おうという運動が必要 

 10数年前の廃線問題の時は自治会単位でも大いに盛り上がった。今後も機会がくれば動いてくれる

はず 

○乗る度に違う電車が来るのは楽しい。運賃の支払い方も分かり辛いところがあり、昔ながらだが、

それもまた味があり、駅員・乗務員と触れ合う機会にもなっている。それを残してほしい気持ちもあ

る 

○沿線のマップ作り、自転車のコース作りなども私たちで協力できるとよい 

 駐輪場が不十分という印象があるのと、レンタサイクルも各所で乗り捨てできるようになるといい 

○個人インバウンド客には体験イベントに人気がある。このメニューの提供販売を、英語、中国語を

話せる人を活用して実施してはどうか 

○数年後の大きなイベントとコラボ 

○公共施設、民間施設とあわせて販売(割引特典) 割引や特典が付いた企画券の開発とＰＲ 

 

 

【その他】 

現在の課題 

○甘露寺前駅のトイレが台風で倒壊撤去されたが、平池に公衆トイレがあるとは云え、やはり駅にト

イレはある方がよい。住民が管理することは難しいが 

 

対策・提案・他地域での事例など 

○和歌山市駅まで延長して、LRT 化をすることも考えてはどうか 

○ペット界の「奥の院」として、「たま霊園」を経営してはどうか 

 

 


